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重度知的障害のある子どもを対象とした

自己選択行動アセスメントマニュアルの作成

長　　澤　　正　　樹

要　　約

　重度知的障害のある子どもの自己選択行動を教師が支援するために，自己選択行動アセスメントマ

ニュアルと記録用紙を開発した。対応マニュアルは以下の原則に従って作成された。子どもの日常生活

全般にわたり選択の機会を保障すること，子どもが現在可能な選択手段を活用すること，Bambara＆

Koger（1996）の方法に従い，子どもが選択できるような支援手続きを使用すること，選択後のリスク

管理が可能になるよう配慮すること。最後に，重度知的障害のある人の社会的自立と自己決定にっいて

考察した。

　キーワード：自己決定，自己選択，重度知的障害　　　　　　　　　　　　　　　　・

Abs廿act

　The　manual　and　the　record　sheet　of　Choice－Making　behavior　assessments　for　teachers　were　developed

to　support　Choice－Making　for　children　with　severe　mental　retardation．　The　manual　was　designed　including

these　plinceples：①Embed　choice　oPPortunities　for　daily　routines，②SupPort　to　choose　by　using

acquired　Choice－Making　behaviors，　teach　and　assess　Choice－Making　behaviors　according　to　Bambara＆

Koger’s　teaching　model，③Check　risk－taking　after　choices．　Finaly，　Autonomy　and　Selmetermination　for

people　with　severe　mental　retardation　were　discussed．

　Keywords：Self－Detennination，　Choice－Making，　Severe　Mental　Retardation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Empowement），自己実現（Self－Realization）の4

1　問題　　　　　　　　　　　・　　　　　　っの基本的な特性により構成されていることを示し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。さらに，4っの特性を構成する12のスキルを

　自己決定（Self－Dete㎜ination）注1とは，①自分自　紹介した。障害のある人にとって自己決定は重要な

身のの生命や健康・人生や生活に関するすべての事　　問題として認識され，最近では重度障害のある人を

柄について，自分自身のニーズに基づき主体的に決　　対象として含めた自己決定に関わる研究が目立

定すること，②決定のために必要な方法を知り，目　　つ2）3）4）5）7）8）9）1°）15）14）18）％）。これらの研究を見ると，自

標達成と問題解決を自ら行えること，③自ら選択し　　律的機能の構成スキルである自己決定（Decision一

た生活・人生について，その結果に対して自ら責任　　Making）と自己選択もしくは好み（Preference）を

を担うことである16）2°）21）。Wehmeyerら％）は，自己決　　取り上げた研究が目立っ7）8）9）1°）13）19）。

定を一つの概念としてとらえるのではなく，自律的　　　Cohen－Almeidaら（2000）7）は，具体物とことば

機能（Autonomous　Functioning），自己調節（Self一　とを用いて知的障害のある子どもの好みをアセスメ

Regulation），心理的エンパワメント（Psychologica1　ントとする方法を検討した。その結果，ことばによ

2002．10．23　受理
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る好みの選択と具体物による好みの選択が高い割合　　　（応答的な環境の創造），日常生活の中で自己決定

で一致していることがわかった。DeLeonら　　が必要とされる機会や場面を積極的に提供すること
　（2001）8）は．発達障害のある子どもを対象とし，好　　（自母決定の機会の提供），自己決定が行われるよ

みのランク付けの有効性を検証した。その手続き　　う支援するとともに決定の意思表出に敏感に対応す

は，好みのリストアップ，ペア提示，好みのランク　　ること（周囲の応答性の向上）が考えられた2）4）17）22）。

付けから好みの第1位の特定化，作業の強化子とし　　　さらに，自己決定を保障するための指導プログラ

ての使用であった。Gastら（2000）9）1よ最重度重　　ムや教師を対象とした指導プログラムの必要性も指

複障害のある子どもに対して，好みを測定するため　　摘されている21）23）％）。Testら（2000）21）は，中学校教

の2分間のプレセッションアセスメントの有効性を　　師の41％が自己決定を教えるための訓練が十分受け

示した。Greenら（2000）ユ゜）は，重複障害のある人が　　ていないことを指摘し，自己決定を教えるための教

日常生活の中で好きなものに接近している累積時間　　材やカリキュラムを紹介した。Wehmeyerら

を使って好みをアセスメントする方法を提案した。　　（2001）26）は，教師向けの自己決定を促進する教授モ

Limら（2001）M）は，重度障害のある人を対象とし，　　デ　ル（The　Self－Detemlined　Leaming　Model　of

ベースラインで4本のジュースを順番に提示し，そ　　Instruction）を提案した。このモデルは，問題解決の

の後店に行ってどのジュースを選択するかという好・　ための目標設定，問題解決のモニタリング，，結果の

みの変化を調査した。　　　　　　　　　　　　　　　自己評価と計画の修正という3つのフェイズから構

　一方長澤（2001）はユの，131名の重度知的障害のあ　　成されている。さらに，生徒が自分の力でこれらが

る児童生徒にっいて自己選択行動に関する調査を実　　実施できるための教師の目標と支援が記載されてい

施した。食事と遊び場面に関する自己選択行動の有　　る。しかし我が国では総合的な学習を通して自己決

無種類，わかりやすさ，支援の方法にっいて，38名　　定を育成する教育が始まり，・様々な指導書が出版さ

の教師に対し観察による回答を求めた。自己選択行　　れたが，重度知的障害のある児童生徒の自己選択を

動の種類はHughesら（1998）13）による6種類の分類　　指導するための教師向けの指導プログラムはほとん

に従った。その結果から以下のことが明らかになっ　　ど見られない。

た。①回答が得られた多くの児童生徒において，食　　　そこで本研究では，、重度知的障害もしくは重度身

事と遊びにっいて自己選択が可能であると評価され　　体障害のある児童生徒を対象とし，教師が児童生徒

た，②選択の手段には食事・遊びと共に，つかむご　・の自己選択を保障するための指導マニ嵐アル（自己

とが最も多く評価され，③教師は選択が可能になる　　選択行動アセスメントマニュアル）を開発した。マ

よう様々な支援していることである。　　　　　　　ニュアルは，以下の原則に基づいて作成した。．

　さらに自己選択行動を保障するための課題とし・＿①児童生徒の日常生活全般にわたり，、選択の機会

て，自己選択できるようにする指導手続きの確立，　　　　を保障すること

環境設定の方法の検討そして選択行動を補助する　　　②児童生徒が現在可能である選択手段を活用する

機器の導入が指摘された。食事指導を優先して選択　　　　こと

の機会を確保しないなど，自己選択行動の機会の提　　③Bambara＆Koger（1996）4）に基づき，、選択が

供や応答性にいくっかの問題が見られた。同じよう　　　　可能となる手続きを導入すること

に，Agranら（2000）1）とWehmeyerら（2000）25）・　　勾選択後のリスク管理が可能になるよう配慮する

は，’教師は自己決定の重要性を認識していながら　　　　こと

も，個別教育計画（IEP）に盛り込む割合が低いなど，

実際に自己決定の指導を行っていないケースが多い　　皿　自己選択行動アセスメントマニュアルと記

ことを報告した。　　　　　　　　　　　　　　　　録用紙

　自己決定はいかなる発達段階にあろうとジどのよ

うな障害があろうと保障されなければならない基本　　　自己選択行動アセスメントマニュアルは次の3部

的人権の一っである。自己決定が可能になるために　　により構成されている。

は障害のある人に行動改善を求めるだけではなく，

周囲の人間による支援が不可欠である18）。具体的に　　1．自己選択行動アセスメントマニュアル（図1）

は・周囲の人々が障害のある人の自己決定の必要性　　　子どもの自己選択行動を調査するためのマニュア

を認識し，自己決定を支援する態度を育成すること　　ルである。単に自己選択行動を調査するのではな



重度知的障害のある子どもを対象とした自己選択行動アセスメントマニュアルの作成　　　　　　51

1　自己選択

アセスメント項目 結果の記入 考えられる対応

1．あなたが担当するお子さんは，いっ ◇いっも選んだり決めたりする場面をアセスメ ①他に考えられる場面はありませんか？
もどんなときに（どんな場面で）自分 ントの「選択場面」に書いて下さい。当ては
の好きなものややりたい活動を選んだ まる場面をすべて書いて下さい。
り決めたりしますか。あるいは，子ど

もが選んだほうがよいと思われる場面 ○「考えられる対応」の①を読みましょう
はありますか。’（選択場面）

●選択場面がないと書いた方は，②を読みま ②自分で選んだり決めたりする方がいいと思わ
しょう れる場面はありませんか？

2．あなたが担当するお子さんは，どん ◇1．で答えた場面ごとに手段を調べて「選択 ③その手段で選んだと判断したなら，その後の
な手段で選びますか。1．で答えた場 手段」に書いて下さい。 子どもの様子を観察しましょう。選んだもの
薗ごとに調べて下さい。（選択手段） ○選択できる（手段） に満足していますか。本当にその手段で選ん

a）ことばで訴える だと見なして良いですか。
b）身振りサインや絵カードで訴える
c）機器を使って訴える ④本当に自分で選ぶことはできませんか。もう
d）欲しい物をっかむ 一度子どもの様子を注意深く観察しましょ
e）与えると受け入れる う。違う手段では選べませんかご
f）自分から接近していく

g）関わっている頻度が高い 子どもの気に入ると思われるものを二っ用意
h）その他（視線発声） し，子どもにわかりやすいように提示して様子
○「考えられる対応」の③を読みましょう。 を見て下さい。どうやって選ぶのでしょうか。

●選択することはできないと書いた方は，④を
読みましょう。

3．自分で選べるために，あなたはどん ◇選択できたかできなかったか，「結果」の欄に ⑤自分で選べるための工夫
な工夫や支援をしていますか（提示方 書いて下さい。 ●提示の仕方の工夫
法・支援）。 ①気に入ると思われる選択肢をいくっか用意し

◎選択できるよう支援したと書いた方は，支援 ます
の内容を「工夫」の欄に書いて下さい。 ②順番に与えたり体験させたりします

③その中の2つを提示し，選択させたりします
●一人で選択できないと書いた方は，「考えら ④どちらも選択しなかったペアは片方を変えて
れる対応」の⑤を読みましょう。 提示します。あるいは別の機会にもう一度試

みましょう。「どちらも同じぐらい好き」「ど

ちらも嫌い」の場合が考えられます。

●支援の工夫
①指さして教える

②選択肢を見やすくする

③自分で選ぶまで数秒待っ

4．自分で選んだときは，選択したとき ◇選んだときの自分の対応を見て下さい。 ⑥選択できたときにはすぐに要求に応じてあげ
に選択したものを与えていますか（対 ましょう。
応）。 ●確認の意味でもう一度選択するように指示し

ている方は，「考えられる対応」の⑥を読みま

しょう6

○即座に選択したものを与えたり，要求をかな ◇提示してみたがどちらも選択しなかったとき
えている は，「提示の仕方の工夫」の④を試してみま

しょう。

∬　リスクの管理

アセスメント項目 結果の記入 考えられる対応

1．その選択肢の中に，危険なものある ●選択すると本人に不利益を被る可能性のある ●選択すると本人が不利益を被る可能性のある
いは不適切な選択肢はありますか 選択肢や，場にそぐわない選択肢がある 選択肢や，場にそぐわない選択肢は，本人に

事情を説明して選択しないように指導しま
○ない。選択してもすべて差し支えない選択肢 しょう。

である

2．危険な選択肢を選択した場合のリス ●説明していない ●危険な選択肢を選択した場合（自分で決定し
クを説明していますか（選択した場合， た場合），そのリスクをきちんと説明しま
どういう結果になるか説明しています ○説明している しょう。
か）

3．リスクを理解できますか（選択した ●理解できない ●理解できない場合，選択肢からリスクを伴う
場合，どういう結果になるかわかって 選択肢をはずしましょう。はずすことができ
いますか）。また，リスクへの対処の ◆理解できるが，対処の仕方を知らない ない場合，安全管理を十分に行いましょう。
仕方を知っていますか

◇理解できるし，対処の仕方を知っているが， ◆対処の仕方を説明し，一緒に練習しましょう
実際には対処できない

◇対処の仕方を練習しましょう
○理解できるし，対処の仕方を知っているし， ・ロールプレイなど
実際に対処できる

図1　自己選択行動アセスメントマニュアル
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く，より選択の機会を確保し保障することを促して　　　（2）リスクの管理

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスクの管理では，選択肢の中の危険なものの点

　（D　自己選択アセスメント　　　　　　　　　　　検，子どもへの説明，説明の理解それぞれにっいて

　自己選択アセスメントは，選択場面（選択の機　　現在の実態（結果）と，その結果への対応を提示した。

会），選択手段，提示方法と支援，結果それぞれにっ

いて現在の実態（結果）と，その結果への対応を提　　2．自己選択行動アセスメントの流れ（図2）

示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自己選択行動アセスメントをどのように実行する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のかを流れ図で示した。

1．子どもがものや活動を選ぶ場面を調べて下さい

どんな場面（時）で誰が選んでいますか。

教師や親が選んでいる　　　　　　　　本人が選んでいる

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ　ののの　ののロロコロ　ロコ　ロ　ロ

iO　その中で子どもが選んだほうが良い場面や！
i　選ぶことができそうな場面はどれですか。　　i

2．アセスメント表の「選択場面」に場面を書き，

　自分で選べるかどうか試してみて下さい。

自分で選べなかった　　　　　　　　自分で選べた

ド　　　　　　ロのロのロぼロロロロコ　の　　　　ロロ　ロロコロロ　ココ　　　　　　　　　コ　のロココココ

iO　「選択手段」の「●できなかった時の対応」をl

l　してください。　　　　　　　　　　　　　1
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

輸一一一一一一一一一薗一＿一一＿＿＿＿一＿＿＿＿＿朧　　　曽一幽＿噌r一騨＿需＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿一＿」

自分で選べなかった　　　　　　　　自分で選べた

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ　のの　ロロロのココロコ　　ロ

iO　「提示方法・工夫」を読んで下さい　　　　　i

i　選択できるよう支援を工夫してみましょう。　1
一一一一一一一一一一一甲卿一一脚一一朧一一＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一＿＿一＿＿＿一＿需」

3．どんな手段で選択していますか（しましたか）。

選択手段を書いて下さい。あわせて，どんな支援

をしたのか，支援の工夫を書いて下さい。

4　自分で選んだときはどんな対応をしています
か。対応にっいて記入して下さい。

5　選択肢の中に危険なものや不適切なものはあり
ますか。

ある　　　　　　　　　　　　　　ない（ここで終わり）

ゼロロコののコロリののの　サコロ　ロロロロ　　コココココロコ　の　　ロ　ロサのロロ　ココロロサヘリ　ロロロコロな

iO　リスク管理の説明と理解にっいて調べて下さい。l

i理解できないときには，対処の仕方を読んで下さい1

；　（これで終わり）。　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

図2　自己選択行動アセスメントの流れ
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3．自己選択行動アセスメント（用紙）（図3）　　　明，理解の7項目で構成されている。記録しやすい

　自己選択行動アセスメントの記録用紙である。選　　よう記録の例を最初に示した。

択場面，選択手段結果工夫，リスクの有無，説

記　　入　　日：平成　　年　　月　　日
対象児童生徒名：

障　　害　　名：

障害の程度：軽度・中度・重度
記　入　者　名：

選択場面 選択手段 結　　果 工　　夫 リスクの有無 説　　明 理　　解

自由遊び ●選択できない ○自分で選択で ○支援の工夫 O選択肢に危 ○リスクを説 ○リスクを理解
食事 きた（選択し ことばかけ 険なものは 明した できた
係り活動 ○選択できる ていた） 指さし ない

授業 ことばで訴える 選択肢を見やすくする ●リスクを説 ●リスクを理解
作業 声で訴える ◎選択できるよ 選択肢を減らす ●選択肢に危 明しなかっ できなかった

身振りサイン う支援した 絵や写真カードを提示する 険なものが た

等，場面と，選 視線 選ぶまで待ってみる ある ◎リスクへの対
択している場合は 絵カード ●支援したが選 処の仕方を指
◎，選択すること コミュニケーション機器 択できなかっ ◎選択のための指導をした 導した
が適切だと考えら 欲しい物をっかむ た （「選択の指導を参照し
れる場面は○を書 与えると受け入れる た」）

いて下さい。 自分から接近していく

関わる頻度が高い

＊「選択のための指導」

①気に入ると思われる選択肢をいくっか用意する。

②順番に与えたり，体験させたりする。

③その中の二つの提示，選択するよう促す。

④どちらも選択しなかったペアは片方を変えて提示する。あるいは別の機会にもう一度試みる。

選択場面 選択手段 結　　果 工　　夫 リスクの有無 説　　明 理　　解

醐　　　　　、

「

1

図3　自己選択行動アセスメント（用紙）
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